
第１７回全員協議会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和３年４月 16日（金曜）    午前１０時３５分 開会 

 休憩なし 

                   午前１１時１６分 閉会 

会議場所  役場３階 第一委員会室 

出席議員  

氏   名 

議 長 早苗  豊 議 員 寺町 平一 議 員 堀切 忠 

議 員 常通 直人 議 員 鈴木 健充 議 員 橋本 和仁 

議 員 西尾 一則 議 員 中村 和宏 議 員 中田智惠子 

議 員 柴田 正博 議 員 立川 美穂 議 員 黒田 栄継 

議 員 広瀬 重雄 議 員 梶澤 幸治  

議 員 正村紀美子 議 員 渡辺洋一郎  

欠席議員  

氏   名 

   

   

説明等に  

出席した  

者 の 氏 名 

   

   

   

事務局職員 事務局長 安田敦史 総務係長 佐藤史彦 主査 上田瑞紀 

『会議に付した事件と会議結果など』 

１ 開 会 

議長が開会を告げ、事務局が日程を説明後、協議する。 

２ 議 件 

（１）協議事項 

ア 芽室町議会オンライン委員会開催要綱（案）について  資料１ 

イ 読みたくなる議会だよりについて     資料２－１ 資料２－２ 

ウ 議会基本条例（令和２年度活動分）議員評価について 

                      当日資料３－１ 当日資料３－２ 

３ その他 

                                        

２ 議 件（１）協議事項 

ア 芽室町議会オンライン委員会開催要綱（案）について  資料１ 

・総務係長：資料説明。 

・議長：質疑はあるか。 

・広瀬議員：当該案の参考とした先進事例等はあるのか？ 

・梶沢議員：先進事例は希少だが、その中でも数例を参考にして本町にふさわしい仕

様に調整して整えた。 

・広瀬議員：オンライン参加による全員出席は当然のことではないだろうか（第３

条）。 

・梶沢議員：会議は当然全員出席が原則だが、当該要綱は災害等により会議に出席が



できない際にハイブリッド方式を機能させ、会議を安定継続させるための新たな

手法であり、その手法としてオンライン参加の可否を判断する規定であることを

ご理解いただきたい。 

・広瀬議員：了解した。次に第７条中、一部文言整理を要する箇所があるので再考願

いたい。（オンライン会議システム→オンライン会議システム「を」の追加） 

・早苗議長：細部の文言については議運で改めて再考する。 

・橋本議員：災害にかかわらず平時の活用も視野に入れてはどうか。 

・梶沢議員：（３月議会での）新規条例制定提案の趣旨は、あくまでも災害を想定し

た際の議会機能の継続としたものであるが、例規を今後機能させていく中で、よ

り効果的なしくみとなるように見直しは視野に入れて取り組んでいきたい。 

・黒田議員：事務局は会議室にいる前提で良いか？事務局が不在の際はこのしくみ

は機能できないという捉えで良いか？ 

・梶沢議員：お見込みのとおりである。事務局不在の前提では制度設計をしていな

く、議員が諸事情により出席不可の際に、オンラインのハイブリッド機能が運用

できる新たなしくみとして確立していきたい趣旨である。 

  ・早苗議長：当要綱が制定された後に、関連した例規の整備も連動して想定されるの

で継続した議員各位の検討協力をいただきたい。 

 

イ 読みたくなる議会だよりについて     資料２ 

・総務係長：資料説明。 

・議長：質疑はあるか。 

（質疑なし） 

・議長：特にないので、この内容で決定する。  

 

ウ 議会基本条例（令和２年度活動分）議員評価について  資料３ 

・総務係長：資料説明。 

・議長：質疑はあるか。 

（質疑無し） 

・議長：当該評価に基づき、新体制で令和３年度の活性化計画策定につなげていく考

えであるが理解いただけるか。 

・広瀬議員：今年度（令和３年４月中）中には検討せずに、新年度の顔ぶれで検討す

るという意味か？ 

・梶沢議員：そのとおりである。評価（課題）を当該年度で十分議論し、それを次年

度に引き継ぐこととし、５月以降に新体制で計画を策定していただきたい考えで

ある。 

・広瀬議員：了解した。評価から精査される課題はほぼ毎年類似している。問題は課

題の解決方法を検証・検討すべきことである。私が認識する重要課題の一例とし

ては、定例会議前に議会として闊達な自由討議が十分でないことを痛感している。

手法が目的となりつつあることも議会全体で大きな課題であることを共通認識

し、力点を入れていくべきである。 



・梶沢議員：広瀬議員の意見はもっともであり、今後、議会が一体となって共通認識

を図る重要事項だと捉える。議員各位にあっては、その大前提として活性化計画

の趣旨と内容理解にいっそう努めていただきたいと考える。 

 

                          以上で会議を終了する。 

 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者 ０名 合 計 ０名 

記載のとおり報告する。 

 令和３年４月 16日 

芽室町議会議長 早苗  豊 

 

 


